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１．日本側の研究実施体制 
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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

日本側の 2021 年度の研究目標は、研究全体の工程にならい、 

1) WP１と WP２を完了し、日本における水再利用の現状・事例・潜在的機会等を把握する。 

2) WP3（ケーススタディの実施）では、パイロットスタディの対象を定め、再利用業者の 

相互関係・経済に影響を与える項目を特定し、日欧への適用可能性について探る。 

3) WP4（定量評価のためのツール開発）では、ステークホルダーの基準の定義と検証を行

い、日欧で検証するためのリアルタイムでデータ収集と分析を行うことができるツール

の開発に貢献する。 

4) WP6 の一環として、情報共有や広報に関する協議を行い、内部関係者の協力体制を確立

する。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

本研究は、排水の再利用に関する技術やノウハウが、様々な社会経済的かつ文化的背景を

もつ産業セクターやコミュニティにおいて、より一層活用されるための体系的な枠組みを開

発することを主眼として、欧州５か国（ドイツ、チェコ、ポーランド、スロバキア、リトア

ニア）と共同して行っている研究である。この体系的な枠組みは、排水の再利用が社会経済

にもたらす効果を総合的に評価するツールとして用いられることが期待され、企業における

排水の再利用に向けた取り組みを促進するとともに、国連の SDGs の目標達成にも寄与する

と考えられる。 

  

2021 年度においては、これまで行ってきた排水再利用の現状を把握するための文献調査

（WP1）が完了するとともに、排水の再利用の事例及び潜在的機会等を探るために行った産

業セクターを対象としたアンケート調査（WP2）が完了した。 

WP１については、日本・ドイツ・ポーランド・リトアニアが提出したデータを基に、リー

ド機関であるポーランドにおいてデータの可視化を行った。これにより、日欧間の相違を容

易に把握することが可能となった。また、日本においては、当調査結果を基に、第９回世界

水フォーラムにおいて研究発表（口頭及びポスター）を行った。 

また、各国において英訳された WP２の調査結果データがチーム内で共有され、今後実施予

定のデータ解析、及び日欧の比較研究を行う際の基礎情報となると期待される。 

  

 今後は、これまでの成果を基に、排水再利用に関して産業セクターにおける行動変容を促

すための政策決定ツールの開発を進める。また、排水を企業価値を高める戦略的な資源とす

るために、特定のセクターにおける排水再利用の事例について文献調査及びインタビューを

用いたケーススタディを各国において設計・実施する予定である。 


